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＜報道関係各位＞ 2025 年 6 月 18 日 

大阪経済大学 
 

 

琵琶湖の水難事故ゼロを目指せ！   

大津市立藤尾小学校で、「大津っ子“大の字”泳法」水泳教室  
人間科学部  若吉浩二教授が、  

ペットボトルの浮力を活用した水泳補助具で“浮いて待つ”安全泳法を指導   
【プレス公開】 

2025 年 6 月 27 日（金） 3・4 年生 10：30～11：30  5・6 年生 13：30～14：30  
6 月 30 日（月） 5・6 年生  8：45～  9：45  3・4 年生 10：30～11：30  

 

大阪経済大学（学長：山本俊一郎／所在：大阪市東淀川区大隅 2-2-8）は、大津市の水泳指導モデル

校・大津市立藤尾小学校の授業において、人間科学部・若吉浩二教授が自ら開発した水泳補助具「フラ

ットヘルパー」を使用した安全水泳「大津っ子“大の字”泳法」の実技指導を、2025 年 6～7 月にかけ

て行う運びとなりましたのでお知らせします。 

また 6 月 27 日（金）、30 日（月）の 3～6 年生の水泳授業を、報道関係の皆様へ公開します。 
 

■琵琶湖の水難事故ゼロを目指せ!“湖都”大津の子どもに、海より浮きにくい湖の安全泳法を指導 
 “湖都”大津市の子ども達にとって、琵琶湖は海より身近な遊泳場所です。湖は海と比べ波が穏やか

ですが、海水に比べ浮力が小さいため浮きにくく、海と同じ感覚では溺れてしまう危険もあります。 

また、学校水泳は、教員の指導不安や児童の泳力二極化など様々な問題を抱えています。 

このような中、大津市教育委員会・大津市水泳協会・大津市小学校体育連盟が連携し、安全水泳を習

得してもらう指導を進めており、本年度はモデル校となる小学校で、若吉教授が開発した「フラットヘ

ルパー活用による学校水泳」の施行がスタートしました。 
 
■ペットボトルの浮力を活用した補助具で、“浮く”感覚を身に付ける「大津っ子“大の字”泳法」 
オリンピック水球日本代表で大津市水泳協会会長を務める若吉教授は、大津市の教員を対象とした水

泳研修会で実技講師を務めています。2025 年 5 月 20 日には、若吉教授が開発した「フラットヘルパー」

を使用した「大津っ子“大の字”泳法」の指導研修会が大津市の教員を対象に行われました。 

「フラットヘルパー」は、ネット素材の補助パンツの両側ポケットに、

空気の入ったペットボトルを入れて使用し、水難事故から身を守る基本

姿勢“大の字浮き”の習得を容易にします。“大の字浮き”は咄嗟にで

きるようになるには慣れや訓練が必要ですが、フラットヘルパーを使用

することで『浮いて待つ』水平姿勢を簡単に覚えることができます。ま

た、海で得られる浮力を児童自ら考えペットボトルのサイズを調整する

ことは、ペットボトルの教材化であり、総合的な学習である環境教育

にもつながります。 
 

【6/27(金)、30（月）水泳授業 プレス公開】 児童が「大津っ子“大の字”泳法」で浮き・もぐる・伏し浮きを習得。 
若吉教授が、水泳研修会に参加した教員と共に、藤尾小学校の 3～6 年生にフラットヘルパーを使用

した安全泳法の授業（約 60 分）を 6 月から 7 月にかけて 6 日間実施します。また、6 月 27 日（金）、

30 日（月）の授業を公開。児童は「“大の字”泳法」を実践しながら、浮き・もぐる・伏し浮きの習得

を目指します。また、ペットボトルを使い、琵琶湖と海の浮力の違いも解説します。 
 

※多くの地域の小学校で広げていくために、本年度は大津市に続き、大阪府能勢町、和歌山県かつらぎ

町でも同様のプログラムを行う予定です。 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
大阪経済大学 広報デスク（ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ･ﾎﾞｰﾄ内） 福嶋、井上 ℡：06-4391-7156 

大阪経済大学 企画・総務部 広報課 東 ℡：06-6328-2431 Mail： kouhou@osaka-ue.ac.jp 
https://www.osaka-ue.ac.jp

※会場準備の都合上、当日ご取材いただける方は、6 月 26 日（木）17 時までに、 
添付の返信用紙もしくはメール・お電話にて上記広報デスクまでご連絡願います。 

 

5 月 20 日 指導研修会の様子 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
mailto:kouhou@osaka-ue.ac.jp
about:blank
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水泳教室プレス公開  概要  
 
■日 時： 2025年6月27日（金） 3・4年生 10:30～11:30、5・6年生 13:30～14:30 

 6月30日（月） 5・6年生  8:45～ 9:45、3・4年生 10:30～11:30 

 ※受付：各授業開始15分前に学校の正門前に集合 

 ※気象状況により中止となる場合があります。 

その際は取材にお申し込み頂いた方にのみご連絡します。 

 

■場 所： 大津市立藤尾小学校（住所：大津市茶戸町10-1） 

 ・京阪京津線「追分」駅徒歩 11分 

 

■受 講 者： 6月 27 日（金）5・6 年生 41 名、3・4 年生 57 名 

 6月 30 日（月）5・6 年生 41 名、3・4 年生 57 名 

 

■指 導 者： 大津市立藤尾小学校 教諭 2 名 

大阪経済大学 人間科学部人間科学科 教授 若吉浩二 

 

■主 催： 大津市教育委員会、大津市水泳協会、大津市小学校体育連盟 

 

■内 容： 3・4 年生（27 日、30 日とも同内容を実施） 

 「フラットヘルパーを使って安全水泳と「大津っ子“大の字”泳法」習得にチャレンジ！」 

 フラットヘルパーを使い、水泳の基本である“浮く”、“沈む（潜る）”、そして“進む”を

楽しく学ぶ。 

 

 5・6 年生（解説と実践）（27日、30 日とも同内容を実施） 

 「ペットボトル＋フラットヘルパーで環境教育（海と琵琶湖の違い） 

 ＋安全水泳＋「大津っ子“大の字”泳法」習得にチャレンジ！」 

 琵琶湖と海での浮き方の違いをペットボトル使って再現。 

 

 

 
 
≪フラットヘルパーについて≫ 

・フラットヘルパーは〝正しい姿勢〟を覚えることができ

る水泳補助具です。 

・ビート板素材の浮力体を使用します。また、500ml のペッ

トボトルも浮力体として使用可能です。 

・クロールの呼吸時が上手くできない、背泳ぎの腰が沈む、

平泳ぎのキックが難しい、バタフライの腰が沈み抵抗を受

けるなどの姿勢が改善され、泳法の習得に役立ちます。 

 

※写真はビート板素材の浮力体を使用しています。  

http://www.osaka-ue.ac.jp/
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「“大の字”泳法」について  
 
■プログラム内容 

①安全水泳（水難事故対策） 

・水難事故から身を守る安全水泳の基本技能を習得します。 

・『浮いて待て』の訓練を行います。「“大の字”泳法」の基本は〝大の字浮き〟

です。この姿勢は、水への感覚づくりに大変有効であることが分かりました。 

・この姿勢を咄嗟にできるようになるには慣れや訓練が必要です。また、この

大の字浮きから、安全水泳のための泳法習得に取り組みます。 

・また、自然の川や海にはプールのような壁がありません。そのため、浮いた

状態で壁をけらずに折り返して、元の位置に戻る練習も行います。 

・練習はフラットヘルパーを使用することで水平姿勢を覚えることができます。 
 
②環境教育 

・フラットヘルパーは通常パッドを入れて使用しますが、ペットボトルを入れ

て装着することもできます。 

・一般的にはペットボトルによる環境破壊、リサイクルの現状などを学びます。 

・ここでは、総合的な学びとしての環境教育につなげています。ビート板やペ

ットボトルなどの浮力体を使用して、普段なかなかできない、真水と海水（川

と海）の浮力の違いを体験します。海水では体重あたり 2％から 2.5％の浮力

を得ます。体重 40 ㎏の児童なら約ペットボトル 2 本分の浮力に相当します。 
 
③泳法習得 

・フラットヘルパーを使用して行います。 

・安全水泳の流れで、沈む・浮く、浮き方（伏し浮き⇔背浮き）、移動の仕方（チョウチョ泳ぎ等）、

泳法習得を目指します。 

・クロールと大の字浮きを交互に一定期間繰り返しながら泳ぐことで、短期間での泳法習得を目指し

ます。 

※泳力により、けのびと大の字やクロールと背泳ぎの組み合わせにすることもできます。 
 

■開発 大阪経済大学 人間科学部人間科学科 教授 若吉浩二 
 
■参考資料

YouTube 動画 
ペットボトルを活用したフラットヘル
パーによる小学校水泳授業動画 
～環境教育・安全水泳・泳法習得を目
指して～ 
https://youtube.com/watch?v=Dz
vDj3YaYec&si=JNcAohnuNkj0LUv
w 
 

YouTube 動画 
新ヘルパー「フラットヘルパー」
を使えば水泳は簡単 
https://www.youtube.com/wat
ch?v=LkAbO3a7TwQ 
 

YouTube 動画 
2025年 5月 20日大津市小中教員向け
水泳指導カリキュラム研修 
https://youtube.com/watch?v=wC_
2C8EkKJI&si=K0E3RWutiQCxg6WR 

参考論文 
<研究ノート> ペットボトルを
活用したフラットヘルパー導入
による小学校水泳授業での実践
的成果～環境教育・安全水泳・
泳法習得を目指して～ 
大阪経大論集 76巻 1号，347-
371，2025 
https://www.i-
repository.net/il/meta_pub/G0
000031Repository_01004433 
 

http://www.osaka-ue.ac.jp/
https://youtube.com/watch?v=DzvDj3YaYec&si=JNcAohnuNkj0LUvw
https://youtube.com/watch?v=DzvDj3YaYec&si=JNcAohnuNkj0LUvw
https://youtube.com/watch?v=DzvDj3YaYec&si=JNcAohnuNkj0LUvw
https://www.youtube.com/watch?v=LkAbO3a7TwQ
https://www.youtube.com/watch?v=LkAbO3a7TwQ
https://youtube.com/watch?v=wC_2C8EkKJI&si=K0E3RWutiQCxg6WR
https://youtube.com/watch?v=wC_2C8EkKJI&si=K0E3RWutiQCxg6WR
https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000031Repository_01004433
https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000031Repository_01004433
https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000031Repository_01004433
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教員向け水泳指導研修会で実施したアンケート結果（小学校教員の回答）  
 

実 施 日：2025 年 5 月 20 日（火） 

対  象：大津市体育実技講習会（大津市教育委員会主催）に参加した若手の教員 

または学校水泳の中心となる教員や水泳指導経験の少ない教員 

有効回答：27名 

 
 
  

2.低学年、中学年および高学年の水泳授業における自分の指導力や授業担当となる気持ちに対する自己評価 

低学年：（自信がない＋あまり自信がない）52％ 
中学年：（自信がない＋あまり自信がない）70％ 
高学年：（自信がない＋あまり自信がない）71％ 

中学年・高学年に対して、水泳指導に 7 割が「自信がない」と回答 

5 割以上が 
「水泳の指導法を習ったことが無い」と回答 

1.これまで水泳の指導法を習ったことがありますか？ 

3 -②. 
中学年対象のフラットヘルパー導入による 
水泳授業についてお聞きします。 
中学年対象の水泳授業においてフラットヘルパーは、 
有効な水泳補助具と思いますか？ 

9 割がフラットヘルパーは有効な 
水泳補助具との意見 

3 -①.  
中学年対象のフラットヘルパー導入による 
水泳授業についてお聞きします。 
中学年対象とした水泳授業として、 
相応しい内容であると思いますか？ 

9 割以上がフラットヘルパーを導入した 
水泳授業に賛成 

19％ 

33％ 

48％ 

22％ 

48％ 

30％ 30％ 

41％ 

22％ 

7％ 

51.9％ 

48.1％ 

3.7％ 

33.3％ 

63.0％ 44.4％ 

48.1％ 

3.7％ 

3.7％ 

http://www.osaka-ue.ac.jp/


 

5 
 

FAX：06-4393-8216  
MAIL： fukushima@planning-boat.com 

 
≪ＦＡＸ返信用紙≫ 

 
大阪経済大学 広報デスク 

(プランニング・ボート内) 福嶋・井上 宛 

 

琵琶湖の水難事故ゼロを目指せ！   

大津市立藤尾小学校で、「大津っ子“大の字”泳法」水泳教室  
人間科学部  若吉浩二教授が、  

ペットボトルの浮力を活用した水泳補助具で“浮いて待つ”安全泳法を指導   
【プレス公開】 

2025 年 6 月 27 日（金） 3・4 年生 10：30～11：30  5・6 年生 13：30～14：30  
6 月 30 日（月） 5・6 年生  8：45～  9：45  3・4 年生 10：30～11：30  

 

 

ご取材 

□ 6月27日（金）3・4年生 10：30～11：30 
□ 6月27日（金）5・6年生 13：30～14：30 
□ 6月30日（月）5・6年生  8：45～ 9：45 
□ 6月30日（月）3・4年生 10：30～11：30 

媒体名  

御社名  

部署名  

ご芳名 

                        

 他       名様 

（ムービー）     台／ （スチール）     台 

連絡先 
ＴＥＬ ＦＡＸ 

Ｅ－Ｍail 

当日の 
ご連絡先 

ＴＥＬ 

 

≪備考欄≫ ご取材につきご要望・ご質問等ございましたら、ご記入願います。 

 

※会場準備の都合上、当日ご取材いただける方は、6 月 26 日（木）17 時までに、 
添付の返信用紙もしくはメール・お電話にて上記広報デスクまでご連絡願います。 

http://www.osaka-ue.ac.jp/

